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都市の一般住民における耐糖能異常者および

血清インスリン高値者の頻度

寺尾 敦史 小西 正光

馬場 俊六 万波 俊文

目的　本研究の目的は，糖尿病判定のための世界的標準方法である75 gぶどう糖経口負荷試験（OGTT）

を用いて，都市である大阪府S市住民における耐糖能異常者と血清インスリン高値者の頻度を明らか

にすることである。

対象と方法　大阪府S市の住民から無作為に抽出した30歳から79歳の男女12,200人を対象に循環器検診の受

診を勧奨した。平成4年および5年度の受診者の中で，空腹時の受診が可能な男1,043人，女1,104人，

総数2,147人に対してOGTTを実施し，S市住民における耐糖能異常者および血清インスリン高値者

（空腹時血清インスリン値≧15μU/ml）の頻度を求めた。

　そして，本研究と同様にスクリーニングを経ずに直接OGTTを実施することにより耐糖能異常者の

頻度を報告している3地域の成績と比較することにより，都市であるS市住民における耐糖能異常者

の頻度が他地域に比べて高いか否かについて検討した。

　また，アンケート調査をもとに，OGTT実施者と未実施者について対象選択の偏りの有無について

検討した。

成績　OGTTによって糖尿病と判定された者と糖尿病治療中の者を合わせて糖尿病とすると，その頻度は

男では60歳代がもっとも高く，女では年齢階級が高い区分ほど高かった。また，女に比べて男でその頻

度は高かった。

　糖尿病以外の者を対象に検討した血清インスリン高値者の頻度は，男女とも60歳代までは年齢階級と

ともに高くなる傾向を示し，70歳代では60歳代より低かった。また，女に比べて男でその頻度は高い傾

向にあった。

　S市の40歳以上の人口における耐糖能異常者の有病率は，糖尿病男7.3％，女5.6％，Impaired Glucose

Tolerance（IGT）男17.2％，女10.7％，IGTを除く境界型男30.0％，女24.3％であった。また，血清イ

ンスリン高値者の頻度は男7.3％，女5.2％であった。

　地域住民を対象に本研究と同様の方式でOGTTを実施した3地域の成績と比較した結果，S市住民

における耐糖能異常者の頻度は他地域と比較して高くなかった。

　対象の偏りについてアンケート調査をもとに検討した結果，OGTT実施者と未実施者との間に「糖

尿病と医師から言われたこと」のある者の頻度等について有意な差はなく，本研究対象の偏りは小さい

と考えられた。

結論　OGTTを用いて，わが国の都市であるS市住民の耐糖能異常者と血清インスリン高値者の頻度を求

めた。40歳以上人口における糖尿病の有病率は男7.3％，女5.6％，IGTの有病率は男17.2％，女10.7％

であり，これらの頻度は他地域に比較して高くはなかった。また，血清インスリン高値者の頻度は男

7.3％，女5.2％であった。
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